




















Myeloid DNAX activation protein 12 (DAP12) 
associating lectin 1 (MDL-1， CLEC5A)は， C-type lectirト

































































































2， Western blotting 
今回，マウス各臓器または細胞はlysisbuffer [0，5% Triton 
X-100， 50 mM Tris (PH 8，0)，140 mM NaCI， 10 mM EDTA， 
protease inhibitor cocktail Complete Mini. EDT A-free 
(Roche Basel. Switzerland)]中で溶解し，不溶物を除去
後， 各種抗体を結合したProteinG-Sepharose 4 Fast Flow 
(GE Healthcare Bio-Science Corp， Piscataway， NJ. USA) 
を用いて40Cで1時間免疫沈降を行った免疫複合体の洗浄
後， 4-12% NuPage Bis-Tris SDS-PAGE gels (Invitrogen， 
Carlsbad. CA， USA)を用いて非還元下で、SDS-PAGEを行っ
た， Immobilon-P (Millipore. Bedford. MA， USA)に転写後，
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IP: Hamsterlg N16，10 
16: antiMDL-1 monoclonalAb: N16，10 
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5x 10' cols 5 x 10' cols 
IP， 16: antiMDL-1 monoclonal Ab守 N16，10
5%スキムミルクでブロッキングを行い， Armenian hamster 
anti MDL-1 monoclonal antibody N16.l0[4]でイムノプロッ ト
を行った， ECL system (GE Healthcare Bio-Science Corp) 
を検出に使用した コントロールとしてArmenianHamster 
IgG (Innovative Research， Novi， MI， USA)を{吏用した.
DAP12， DAPlOに関しては還元下でSDS-PAGEを行い，抗体
にはRabbitanti DAP12 polyclonal antibodyまたはArmenian










はPeproTech(Rocky Hil. N]， USA)のキッ トを使用した.
マウス肺胞洗浄細胞唱 骨髄細胞， 腹腔マク ロファージのサ
イトカイン刺激によるMDL-1のWesternblottingによる発
現の検討には，各細胞を1X 107個の濃度で6穴細胞培養プ





































Day 5 関 2，LPSによるマウス急性肺障害モデルの作































Day 0 Day 1 Day 2 Day 3 Day 4 









与し Day0 (未投与)群 (m1，m2)， Day 1群 (m3，m4)， Day 2 
群 (m5，m6)， Day 3群 (m7，m8)， Day 4群 (m9，mlO)からそれ
ぞれ肺組織を採取し 溶解液各300μgを用いて免疫沈降をしたの

























発現をウエスタ ンプロ ッティングにより Day0から Day4 
まで経時的に検討した その結果， 投与前にはほとんど認
められていなかったMDL-1L，MDL-1S， DAP10の発現が











1， Day 4に肺胞洗浄細胞を採取し抗MDL-1抗体 (N354.l，
N16.l0， N20，7)で、刺激を行った. N354.lはMDL-1Lのみを
認識し N16.l0とN20，7はMDL-1LおよびMDL-1Sの2つ
のバリアン トを認識する [3]. Day 1ではTNF-αの産生は
C Day4 
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岡4.MDL-1刺激による腕胞洗浄細胞からのTNF-α産生， C57BL/6マウスにLPS150μgを経鼻的に投与LDay1， Day 4に腕胞洗浄綱胞を
採取し抗MDL-1抗体 (N354J，N16JO， N20，7)およびコ ントロールとしてのアルメニアンハムスターIgGで、刺激を行った A)Day 1: 68時
間刺激，B) Day 4: 48時間刺激 (LPS無添加).C) Day 4: 48時間刺激 (LPS1μg/ml添加).培養上清中のTNFαをELISAにて解析した (*p 










































LPSを経鼻的に投与後， Day 2， Day 3の肺組織をHE染色に
て検討してみたが，抗MDL-1抗体投与群とコ ントロール
ハムスター19G投与群で、炎症細胞浸潤や炎症巣の大きさな







た C57BL/6マウスにLPS150μgを経鼻的に投与 LDay3 
に肺胞洗浄細胞を採取のう え，抗MDL-1抗体N20.7とコ ン
トロールアルメ ニアンハムス ター19Gで、69時間刺激を行っ









































































































検討 マウス骨髄細胞 (BM)，腹腔マクロファージ (Peritoneal
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